
高出力レーザー技術と光の時空間制御技術=パワーフォトニクス
世界初のレーザー技術を開発し、世界初の応用研究に繋げています

21世紀を支える技術「レーザー」を研究対象とし、パワーレーザーの開発及び超精密制御と応用研究を統合したパワー
フォトニクスの構築を目指している。パワーレーザーシステムとして、超短パルス・超高強度レーザー、GHz繰り返しレー
ザー、時空間領域における光構造の超高精度制御技術などの開発を行う。これらを用い、ナノマテリアル創造とプラズモニ
クス応用、低環境負荷加工など、幅広い研究を実施している。
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